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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年4月9日(2009.4.9)

【公開番号】特開2007-16213(P2007-16213A)
【公開日】平成19年1月25日(2007.1.25)
【年通号数】公開・登録公報2007-003
【出願番号】特願2006-149411(P2006-149411)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  19/38     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/92     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/736    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 317/22     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13363  (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/30     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 305/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  19/38    ＺＮＭ　
   Ｃ０７Ｃ  69/92    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｃ  69/736   　　　　
   Ｃ０７Ｃ 317/22    　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/13363 　　　　
   Ｃ０８Ｆ 220/20    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 220/30    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 305/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年2月20日(2009.2.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
第一成分として式（１－１）および式（１－２）で表される化合物の群から選択される少
なくとも１つの化合物、第二成分として式（２－１）および式（２－２）で表される化合
物の群から選択される少なくとも１つの化合物、および第三成分として式（３－１）で表
される化合物の群から選択される少なくとも１つの化合物を含有する重合性液晶組成物。
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式（１－１）および式（１－２）において；Ｙ１およびＹ２は独立して単結合、－（ＣＨ

２）２－または－ＣＨ＝ＣＨ－であり；Ｗ１およびＷ２は独立して水素またはフッ素であ
り；ｍ１、ｍ２、ｎ１およびｎ２は独立して２から１５の整数であり、式（２－１）およ
び式（２－２）において；Ｗ３は水素またはフッ素であり；Ｗ４およびＷ５は独立して水
素またはメチルであり；Ｗ６は水素またはメチルであり；Ｘ１は－Ｏ－または式（Ｘ１－
２）で表される基であり；ｍ３、ｍ４、ｎ３およびｎ４は独立して２から１５の整数であ
り、

式（３－１）において；Ｒ１はシアノ、トリフルオロメトキシ、炭素数１～１０のアルキ
ル、または炭素数１～１０のアルコキシであり；Ｗ７は水素またはフッ素であり；Ｘ２は
単結合、－ＣＯＯ－、または－ＯＣＯ－であり；ｍ５は２から１５の整数である。
【請求項２】
第二成分が式（２－１）で表される化合物の群から選択される少なくとも１つの化合物で
あり、重合性液晶組成物に対する、第一成分の含有割合が１～２５重量％の範囲であり、
第二成分の含有割合が５０～９８重量％の範囲であり、第三成分の含有割合が１～２５重
量％の範囲であり、式（１－１）および式（１－２）において；Ｙ１およびＹ２が独立し
て単結合または－（ＣＨ２）２－であり；Ｗ１およびＷ２が独立して水素またはフッ素で
あり；ｍ１、ｍ２、ｎ１、およびｎ２が独立して２から１０の整数であり、式（２－１）
において；Ｗ３が水素であり；Ｗ４が水素であり；Ｗ５がメチルであり；ｍ３およびｎ３

が独立して２から１０の整数であり、式（３－１）において；Ｘ２が単結合、－ＣＯＯ－
、または－ＯＣＯ－であり；Ｗ７が水素であり；ｍ５が２から１０の整数であり；Ｒ１が
シアノ、炭素数２～８のアルキル、または炭素数２～８のアルコキシである、請求項１に
記載の重合性液晶組成物。
【請求項３】
重合性液晶組成物に対する、第一成分の含有割合が７～２２重量％の範囲であり、第二成
分の含有割合が５６～８６重量％の範囲であり、第三成分の含有割合が７～２２重量％の
範囲であり、式（１－１）、式（１－２）において；Ｙ１およびＹ２が独立して単結合ま
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たは－（ＣＨ２）２－であり；Ｗ１およびＷ２が水素であり；ｍ１、ｍ２、ｎ１、および
ｎ２が独立して４から６の整数であり、式（２－１）において；Ｗ３が水素であり；Ｗ４

が水素であり；Ｗ５がメチルであり；ｍ３およびｎ３が独立して４から６の整数であり、
式（３－１）において；Ｘ２が単結合であり；Ｗ７が水素であり；ｍ５が４から６の整数
であり；Ｒ１がシアノである、請求項２に記載の重合性液晶組成物。
【請求項４】
第二成分が式（２－２）で表される化合物の群から選択される少なくとも１つの化合物で
あり、重合性液晶組成物に対する、第一成分の含有割合が１～２５重量％の範囲であり、
第二成分の含有割合が５０～９８重量％の範囲であり、第三成分の含有割合が１～２５重
量％の範囲であり、式（１－１）および式（１－２）において；Ｙ１およびＹ２は独立し
て単結合または－（ＣＨ２）２－であり；Ｗ１およびＷ２は独立して水素またはフッ素で
あり；ｍ１、ｍ２、ｎ１、およびｎ２は独立して２から１０の整数であり、式（２－２）
において；Ｘ１は－Ｏ－または（Ｘ１－２）で表される基であり；Ｗ６は水素またはメチ
ルであり；ｍ４およびｎ４は独立して２から１０の整数であり、

式（３－１）において；Ｘ２は単結合、－ＣＯＯ－、または－ＯＣＯ－であり；Ｗ７は水
素であり；ｍ５は２から１０の整数であり、Ｒ１はシアノ、炭素数２～８のアルキル、ま
たは炭素数２～８のアルコキシである、請求項１に記載の重合性液晶組成物。
【請求項５】
重合性液晶組成物に対する、第一成分の含有割合が７～２２重量％の範囲であり、第二成
分の含有割合が５６～８６重量％の範囲であり、第三成分の含有割合が７～２２重量％の
範囲であり、式（１－１）および式（１－２）において；Ｙ１およびＹ２が独立して単結
合または－（ＣＨ２）２－であり；Ｗ１およびＷ２が水素であり；ｍ１、ｍ２、ｎ１、お
よびｎ２が独立して４から６の整数であり、式（２－２）において；Ｗ６がメチルであり
；Ｘ１が－Ｏ－であり；ｍ４およびｎ４が独立して４から６の整数であり、式（３－１）
において；Ｘ２が単結合であり；Ｗ７が水素であり；ｍ５が４から６の整数であり；Ｒ１

がシアノである、請求項４に記載の重合性液晶組成物。
【請求項６】
請求項１～５の何れか１項に記載の重合性液晶組成物と式（４）で表されるシランカップ
リング剤とを含有する重合性液晶組成物であって、重合性液晶組成物とシランカップリン
グ剤との割合が、重量比で１００：１～１００：１０の範囲である、重合性液晶組成物。

式（４）中、Ｒ４はメチルまたはエチルであり、ｎ８は１～５の整数である。
【請求項７】
第一成分として式（５－１）および式（５－２）で表される化合物の群から選択される少
なくとも１つの化合物、第二成分として式（６－１）および式（６－２）で表される化合
物の群から選択される少なくとも１つの化合物、および第三成分として式（７－１）で表
される化合物の群から選択される少なくとも１つの化合物を含有する重合性液晶組成物。



(4) JP 2007-16213 A5 2009.4.9

式（５－１）および式（５－２）において；Ｒ２およびＲ３は独立してメチルまたはエチ
ルであり；Ｙ３およびＹ４は独立して単結合、－（ＣＨ２）２－または－ＣＨ＝ＣＨ－で
あり；Ｗ８およびＷ９は独立して水素またはフッ素であり；Ｑ１およびＱ２は独立して単
結合、－Ｏ－（ＣＨ２）ｒ１－または－（ＣＨ２）ｒ１－Ｏ－であり、ｒ１は１から１５
の整数であり、式（６－１）および式（６－２）において；Ｗ１０およびＷ１１は独立し
て水素またはメチルであり；ｍ６、ｍ７、ｎ６およびｎ７は独立して２から１５の整数で
あり、式（７－１）において；Ｘ３は単結合、－ＣＯＯ－、または－ＯＣＯ－であり；Ｒ
５はシアノ、炭素数２～８のアルキルまたは炭素数２～８のアルコキシであり；ｍ８は２
～１５の整数である。
【請求項８】
第一成分が式（５－１）で表される化合物の群から選択される少なくとも１つの化合物で
あり、第二成分が式（６－１）で表される化合物の群から選択される少なくとも１つの化
合物であり、重合性液晶組成物に対する、第一成分の含有割合が１～２０重量％の範囲で
あり、第二成分の含有割合が６０～９８重量％の範囲であり、第三成分の含有割合が１～
２０重量％の範囲であり、式（５－１）において；Ｒ２がメチルまたはエチルであり；Ｙ
３が単結合または－（ＣＨ２）２－であり；Ｗ８が水素またはフッ素であり；Ｑ１が単結
合、－Ｏ－（ＣＨ２）ｒ１－または－（ＣＨ２）ｒ１－Ｏ－であり、ｒ１が１から１０の
整数であり、式（６－１）において；Ｗ１０およびＷ１１は独立して水素またはメチルで
あり；ｍ６およびｎ６が独立して２から１０の整数であり、式（７－１）において；Ｘ３

が単結合であり；Ｒ５がシアノであり；ｍ８が２～１０の整数である、請求項７に記載の
重合性液晶組成物。
【請求項９】
重合性液晶組成物に対する、第一成分の含有割合が７～２０重量％の範囲であり、第二成
分の含有割合が６０～８６重量％の範囲であり、第三成分の含有割合が７～２０重量％の
範囲であり、式（５－１）において；Ｒ２がエチルであり；Ｙ３が単結合であり；Ｗ８が
水素であり；Ｑ１が単結合であり、式（６－１）において；Ｗ１０およびＷ１１が独立し
て水素またはメチルであり；ｍ６およびｎ６が独立して４から６の整数であり、式（７－
１）において；Ｘ３が単結合であり；Ｒ５がシアノであり；ｍ８が２から４の整数である
、請求項８に記載の重合性液晶組成物。
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【請求項１０】
請求項１から９の何れか１項に記載の重合性液晶組成物を重合させることによって得られ
る重合体。
【請求項１１】
請求項１から９の何れか１項に記載の組成物を重合させることによって得られる、光学異
方性を有する重合体フィルム。
【請求項１２】
請求項１１に記載された光学異方性を有する重合体フィルムの、位相差板としての使用。
【請求項１３】
請求項１２に記載の光学異方性を有する重合体フィルムを使用した液晶表示素子。
【請求項１４】
式（１－１）で表される化合物。

式（１－１）において；Ｙ１は独立して単結合、－（ＣＨ２）２－または－ＣＨ＝ＣＨ－
であり；Ｗ１は独立して水素またはフッ素であり；ｍ１およびｎ１は独立して２から１５
の整数である。
【請求項１５】
式（７）で表される化合物。

式（７）において；Ｙ５は－（ＣＨ２）２－または－ＣＨ＝ＣＨ－であり；ｍ８、ｎ８は
独立して２から１５の整数である。
【請求項１６】
式（８）で表される化合物。

式（８）において；Ｗ１は独立して水素またはフッ素であり；ｍ９、ｎ９は独立して２か
ら１５の整数である。
【請求項１７】
式（９）で表される化合物。

式（９）において；Ｙ６は単結合、－（ＣＨ２）２－または－ＣＨ＝ＣＨ－であり；Ｗ２

は独立して水素またはフッ素であり；ｍ１０、ｎ１０は独立して２から１５の整数であり
；Ｗ２が水素のときＹ６は独立して－（ＣＨ２）２－または－ＣＨ＝ＣＨ－である。
【請求項１８】
式（１０）で表される化合物。
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式（１０）において；Ｒ７は水素、メチルまたはエチルであり；Ａ４は１，４－フェニレ
ン、２－フルオロ－１，４－フェニレン、３－フルオロ－１，４－フェニレン、ナフタレ
ン－２，６－ジイルまたはピリジン－２，５－ジイルであり；Ｙ７は単結合、－（ＣＨ２

）２－または－ＣＨ＝ＣＨ－であり；Ｑ３は単結合、－Ｏ－（ＣＨ２）ｒ２－または－（
ＣＨ２）ｒ２－Ｏ－であり、ｒ２は１から１５の整数である。
【請求項１９】
式（１０）において；Ｒ７がメチルまたはエチルであり；Ａ４が１，４－フェニレンであ
り；Ｙ７が単結合であり；Ｑ３が単結合である、請求項１８に記載の化合物。
【請求項２０】
式（１１）で表される化合物。

式（１１）において；Ｒ８は水素、メチルまたはエチルであり；Ａ５は１，４－フェニレ
ン、２－フルオロ－１，４－フェニレン、３－フルオロ－１，４－フェニレン、ナフタレ
ン－２，６－ジイルまたはピリジン－２，５－ジイルであり；Ｙ８は単結合、－（ＣＨ２

）２－または－ＣＨ＝ＣＨ－であり；Ｑ４は単結合、－Ｏ－（ＣＨ２）ｒ３－または－（
ＣＨ２）ｒ３－Ｏ－であり；ｒ３は１から１５の整数である。
【請求項２１】
式（１１）において；Ｒ８がエチルであり；Ａ５が１，４－フェニレンであり；Ｙ８が単
結合であり；Ｑ４が単結合である、請求項２０に記載の化合物。
【請求項２２】
式（１１）において；Ｒ８がメチルまたはエチルであり；Ａ５が１，４－フェニレンであ
り；Ｙ８が単結合であり；Ｑ４が－Ｏ－（ＣＨ２）ｒ３－または－（ＣＨ２）ｒ３－Ｏ－
であり；ｒ３が１から１０の整数である、請求項２０に記載の化合物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
（１４）式（１－１）で表される化合物。

式（１－１）において；Ｙ１は独立して単結合、－（ＣＨ２）２－または－ＣＨ＝ＣＨ－
であり；Ｗ１は独立して水素またはフッ素であり；ｍ１およびｎ１は独立して２から１５
の整数である。
（１５）式（７）で表される化合物。
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式（７）において；Ｙ５は－（ＣＨ２）２－または－ＣＨ＝ＣＨ－であり；ｍ８、ｎ８は
独立して２から１５の整数である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
（１６）式（８）で表される化合物。

式（８）において；Ｗ１は独立して水素またはフッ素であり；ｍ９、ｎ９は独立して２か
ら１５の整数である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
（１７）式（９）で表される化合物。

式（９）において；Ｙ６は単結合、－（ＣＨ２）２－または－ＣＨ＝ＣＨ－であり；Ｗ２

は独立して水素またはフッ素であり；ｍ１０、ｎ１０は独立して２から１５の整数であり
；Ｗ２が水素のときＹ６は独立して－（ＣＨ２）２－または－ＣＨ＝ＣＨ－である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
（１８）式（１０）で表される化合物。

式（１０）において；Ｒ７は水素、メチルまたはエチルであり；Ａ４は１，４－フェニレ
ン、２－フルオロ－１，４－フェニレン、３－フルオロ－１，４－フェニレン、ナフタレ
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ン－２，６－ジイルまたはピリジン－２，５－ジイルであり；Ｙ７は単結合、－（ＣＨ２

）２－または－ＣＨ＝ＣＨ－であり；Ｑ３は単結合、－Ｏ－（ＣＨ２）ｒ２－または－（
ＣＨ２）ｒ２－Ｏ－であり、ｒ２は１から１５の整数である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
（１９）式（１０）において；Ｒ７がメチルまたはエチルであり；Ａ４が１，４－フェニ
レンであり；Ｙ７が単結合であり；Ｑ３が単結合である、前記第１８項に記載の化合物。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
（２０）式（１１）で表される化合物。

式（１１）において；Ｒ８は水素、メチルまたはエチルであり；Ａ５は１，４－フェニレ
ン、２－フルオロ－１，４－フェニレン、３－フルオロ－１，４－フェニレン、ナフタレ
ン－２，６－ジイルまたはピリジン－２，５－ジイルであり；Ｙ８は単結合、－（ＣＨ２

）２－または－ＣＨ＝ＣＨ－であり；Ｑ４は単結合、－Ｏ－（ＣＨ２）ｒ３－または－（
ＣＨ２）ｒ３－Ｏ－であり；ｒ３は１から１５の整数である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
（２１）式（１１）において；Ｒ８がエチルであり；Ａ５が１，４－フェニレンであり；
Ｙ８が単結合であり；Ｑ４が単結合である、前記第２０項に記載の化合物。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
（２２）式（１１）において；Ｒ８がメチルまたはエチルであり；Ａ５が１，４－フェニ
レンであり；Ｙ８が単結合であり；Ｑ４が－Ｏ－（ＣＨ２）ｒ３－または－（ＣＨ２）ｒ
３－Ｏ－であり；ｒ３が１から１０の整数である、前記第２０項に記載の化合物。
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